
【学会発表・招待講演など】 

1. 加藤清・木村敏 (1958/10/25) 「LSD 実験精神病の精神病理学的研究(第 8 報)——知

覚と運動の関連について」第 64 回近畿精神神経学会、京都大学精神科。『精神神経学雑

誌』第 61 巻第 4 号、1959 年、618 頁。 
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とその時間構造」第 58 回日本精神神経学会総会、岡山大学。『精神神経学雑誌』第 63

巻第 4 号、1961 年、429 頁。 

3. 木村敏・石田千鶴子・河合逸雄 (1965/4/22) 「トフラニール定式療法による抑うつ状

態の治療経験」第 62 回日本精神神経学会総会、広島平和記念館。『精神神経学雑誌』第

67 巻第 3 号、1965 年、285〜286 頁。 

4. 木村敏 (1966/4/22) 「Präcoxgefühl の自覚論的考察」第 63 回日本精神神経学会総会、

シンポジウム「精神分裂病の診断基準とくに“Präcoxgefühl”について」、東京国立教育会

館。『精神神経学雑誌』第 68 巻第 2 号、1966 年、150〜151 頁。 

5. 木村敏 (1967/6/17) 「非定型精神病の臨床像と脳波所見の関連に関する縦断的考察」

第 90 回近畿精神神経学会、和歌山農協会館。『精神神経学雑誌』第 69 巻第 7 号、1967

年、737〜738 頁。 

6. 村上仁・布施邦之・笠原嘉・藤縄昭・木村敏・藤田貞雄 (1968/3/27) 「新抗うつ剤

Chrorimipramine の臨床経験」第 65 回日本精神神経学会総会、長崎市公会堂。『精神神

経学雑誌』第 70 巻第 2 号、1968 年、91 頁。 

7. 木村敏 (1968) 「急性妄想状態に対する抗うつ剤 Istonil (Dimethacrin) の効果」第 93

回近畿精神神経学会、大阪医科大学。『精神神経学雑誌』第 70 巻第 11 号、1968 年、

1076 頁。 

8. Kimura, B. (1969/6/3): Über den Adoptiv–Wahn. Vortrag in der Psychiat. Klinik der 

Universität Erlangen. 

9. Kimura, B. (1969/7/8): Psychiatrische Sonderprobleme in Japan. Vortrag in der Psychiat. 

Klinik der Univ. Göttingen. 

10. Kimura, B. (1969/11/6): Der phänomenologische Weg in der transkulturellen Psychiatrie 

mit besonderer Berücksichtigung psychiatrischer Sonder-probleme in Japan. Vortrag in 

der Psychiat. Klinik der Univ. Basel. 

11. Kimura, B. (1969/12/12): Zum Problem der Mitmenschlichkeit in transkultureller Sicht. 

Vortrag in der Psychiat. Klinik der Univ. Zürich. 

12. Kimura, B. (1969/12/17): Zum Mitmenschlichkeitsproblem in transkulturell–

phänomenologischer Sicht. Vortrag im Oststadtkrankenhaus Hannover. 

13. Kimura, B. (1970/4/23): Über den Adoptionswahn. Vortrag in der Psychiat. Klinik der 

Univ. Münster.  

14. Kimura, B. (1970/5/12): Zum Problem der Schizophrenie und der atypischen Psychosen. 



Vortrag in der Psychiat. Klinik der Univ. Mainz. 

15. Kimura, B. (1970/5/22): Über den Herkunftsablehnungswahn. Vortrag auf dem 

Hausseminar der Psychiat. Klinik der Univ. Heidelberg. 

16. Kimura, B. (1970/10/24): Struktur des Selbstbewußtseins beim Japaner im Spiegel der 

sog. „Anthropophobien“. Kongreß der Deutschen Gesellschaft f.Psychiat. 

u.Nervenheilkunde, Bad Nauheim. Zbl. ges. Neurol. Psychiat. 201; 257–258, 1971. 

17. Kimura, B. (1971/12/1): Grundfragen der transkulturellen Psychiatrie. 5. Kongreß der 

WPA, Mexico City. 

18. 木村敏 (1972/6/17) 「医者と患者」名古屋市立大学医学会例会、名古屋市立大学病院。 

19. 木村敏 (1972/6/24) 「精神分裂病をめぐって」三重県精神科医会特別講演、津。 

20. Kimura, B. (1973/5/18): Comment and discussion to Huber. Kyoto conference of clinico–

biological psychiatry. H. Mitsuda, T. Fukuda (ed.), Biological Mechanisms of 

Schizophrenia and Schizophrenia-like Psychoses. Igaku Shoin, Tokyo, 146–147, 1974. 

21. Kimura, B. (1973/7/6): Schizophrenie als Geschehen des Zwischenseins. Hausseminar 

der Psychiat. Klinik der Univ. Heidelberg. 

22. 木村敏 (1974/6/22) 「分裂病の現象学」岡山国際ホテル (『分裂病の現象学』、著作集

8)。 

23. 木村敏 (1974/8/30) 「精神病疾患体系の再検討」岩手県立南光病院。 

24. 木村敏 (1975/1/28) 「自然と自己」。『法曹なごや』第 27 号、20〜37 頁。 

25. 木村敏 (1975/5/14) 「分裂病概念はいかにして可能か」第 72 回日本精神神経学会総会、

シンポジウム「精神分裂病とはなにか (2)」、東京・国立教育会館。『精神神経学雑誌』

第 78 巻第 4 号、1976 年、334〜337 頁。 

26. 木村敏 (1975/6/7) 「分裂病の精神病理」静岡県西部精神科医会。 

27. 木村敏 (1975/7/1) 「分裂病の精神病理をめぐって」広島精神神経学会特別講演。 

28. 笠原嘉・木村敏 (1975/7/5) 「うつ病の臨床的分類試案」第 89 回東海精神神経学会。 

29. 木村敏 (1975/7/5) 「躁うつ病像を呈する個別化危機について」第 89 回東海精神神経

学会。 

30. 木村敏 (1975/12/6) 「分裂病性および非分裂病性関係妄想の構造論差異」第 90 回東海

精神神経学会。 

31. Kimura, B. (1975/9/26): Schizophrenes und nichtschizophrenes (paranoisches) 

Beeinflusungserlebnis. 1. Deutsch–Japanisch–österreichische Tagung für 

Psychopathologie. Graz. 

32. 木村敏 (1976/9/29) 「人間にとって私とはなにか」第 40 回日本心理学会特別講演、名

古屋、中京大学。 

33. 木村敏 (1976/10/16) 「分裂病の人間学」第 1 回秋田大学医学祭特別講演。 

34. 木村敏 (1976/10/29) 「自己について——共通感覚の病理」名古屋市立大学医学祭講演。 



35. 木村敏 (1977/11/24) 「「み」と「私」——共同主観的精神医学の構想」第 73 回日本精

神神経学会総会、市川浩氏への指定討論、東京・品川公会堂。『精神神経学雑誌』第 80

巻第 5 号、1978 年、206〜209 頁。 

36. 木村敏 (1978/4/8) 「自然さについて」山口県精神科医会特別講演。 

37. 木村敏 (1978/5/1 1) 「妄想について」愛知県精神科医会特別講演。 

38. Kimura, B. (1978/7/21): Unterschiede und Gemeinsamkeiten in japanischer und 

deutscher Psychiatrie. Hausseminar der Psychiat. Klinik des Städt. Krankenhaus Bremen. 

39. 木村敏 (1978/9/22) 「分裂病の現象学」佐賀県精神科医会特別講演。 

40. Kimura, B. (1979/4/6): Phänomenologie des Zwischen. Hausseminar der Psychiat. Klinik 

der Univ. Marburg. 

41. Kimura, B. (1979/4/9): Die Bedeutung der Atmosphäre für das Gespräch. 5. Zürcher 

Gespräch, Düsseldorf. 

42. 木村敏 (1979/5/26) 「分裂病の精神病理」北海道精神病院協会特別講演、札幌。 

43. 木村敏 (1979/12/8) 「「間」の病理としての精神分裂病」宮崎県精神科医会特別講演、

宮崎。 

44. 木村敏 (1980/2/23) 「単極鬱病と両極躁鬱病の精神病理」第 5 回精神医学セミナー、

名古屋。 

45. 木村敏 (1980/5/31) 「てんかんの人間学」三重大学精神科同門会特別講演、津。 

46. 木村敏 (1980/6/14) 「「間」について」東三河精神科医会、豊橋。 

47. 木村敏 (1980/11/18) 「青年期の問題と親子関係」三洋堂文化講演会。 

48. 木村敏 (1980/11/28) 「精神病理学の意味」大阪大学精神科研究会 

49. 木村敏 (1980/12/19) 「間と個人——現象学的精神医学の立場から」朝日ゼミナール「日

本人と間」、東京。 

50. 木村敏 (1981/7/17) 「ドイツ精神病理学の昨今」愛知県精神科医会 (シーボルト賞受

賞記念講演会)、名古屋。 

51. 木村敏 (1981/8/22) 「分裂病の精神病理」島根県精神科医会特別講演、松江。 

52. 木村敏 (1981/9/18) 「あいだと時間の病理としての分裂病」精神病理懇話会・宝塚、

シンポジウム「私にとって分裂病とは」。 

53. Kimura, B. (1981/10/8): Zeit und Psychose. 2. Heidelberger Psychopathologie–

Symposium. 

54. Kimura, B. (1981/12/2): Die Begriffe Selbst und Natur in Fernosten und ihre Relevanz 

in der Schizophrenieforschung. Vortrag in der Psychiat. Klinik der Univ. Hannover. 

55. Kimura, B. (1981/12/10): Zeit und Psychose. Vortrag in der Psychiat. Klinik der Univ. 

Münster.  

56. Kimura, B. (1981/12/11): Zeit und Angst. 10. Zürcher Gespräch, Düsseldorf. 

57. 木村敏 (1982/2/5) 「分裂病の精神病理」石川県精神医療研究会、金沢。 



58. 木村敏 (1982/3/28) 「文化と精神医学」第 2 回社会精神医学会シンポジウム、浜松。 

59. Kimura, B. (1982/6/9): Natur und Selbst. Vortrag im Institut für Mediz. Psychologie, 

Würzburg. 

60. Kimura, B. (1983/7/14): Identität und Differenz als Momente des Selbst-seins. 7. 

Kongreß der WPA, Wien. 

61. Kimura, B. (1983/8/15): “Aida” as a key concept for understanding the interpersonal 

relationships in Japanese culture. Japanese culture and mental health conference. 

Honolulu. 

62. Kimura, B. (1983/10/29): Zeit und Angst. Symposium „Zeit. Gespräch zwischen Ost und 

West“. Kyoto. 

63. Kimura, B. (1983/11/4): La schizophrénie comme la pathologie de la différence. Table 

ronde avec J. Derrida, Institut franco–japonais Tokyo. 

64. 木村敏 (1984/1/28) 「他者の現象学」東京大学分院研究会。 

65. 木村敏 (1984/6/9) 「現象学的精神病理学について」群馬県精神医学会特別講演、前橋。 

66. 木村敏 (1984/7/13) 「現象学的精神病理学について」第 8 回大阪精神科懇話会講演、

北野病院。『北野病院紀要』第 30 巻第 1・2 号、1985 年、13〜25 頁。 

67. 木村敏 (1984/9/10) 「精神医学における現象学の意味」愛媛県精神科研究会講演、松

山。 

68. 木村敏 (1984/10/16) 「直観的現象学と差異の問題」日本人間性心理学会シンポジウム

「現象学からの提言」、名古屋。 

69. Kimura, B. (1984/11/4): „Jibun“ (Selbst) als Begrenzung des Unbegrenzbaren-

dargestellt an einem Borderline–Fall. 16. Zürcher Gespräch, Düsseldorf. 

70. 木村敏 (1985/4/3) 「現代社会の人間関係」第 36 回逓信医学協会総会特別講演、名古

屋。 

71. Kimura, B. (1985/5/22): Über die transkulturelle Psychiatrie. Vortrag in der Klinik Salve 

Mater, Leuven. 

72. Kimura, B. (1985/11/21): Zur Phänomenologie der sog. Borderline–Depression 

Festvortrag aus Anlaß der Verleihung des Dr. Margrit Egnér–Preises (第 1 回エグネール

賞受賞講演). Aula der Universität Zürich. 

73. 木村敏 (1986/3/14) 「人間学的精神医学におけるてんかん」第 13 回日本精神病院協会

精神医学会特別講演、名古屋。『日本精神病院協会雑誌』第 5 巻第 6 号、37〜39 頁。 

74. 木村敏 (1986/6/14) 「人間学的精神医学の問題点」鹿児島県精神科医会特別講演、鹿

児島。 

75. 木村敏 (1986/9/20) 「内省と自己の病理」日独シンポジウム「自己——精神医学と哲

学の観点から」、河合文化教育研究所、名古屋。 

76. 木村敏 (1986/10/16) 「分裂病の人間学」秋田大学医学部。 



77. 木村敏 (1986/10/18) 「現代社会の病理——内面的自然の破壊」京都大学市民講座講演

「生と死」、京都大学。『京大広報』第 322 号。 

78. 木村敏 (1986/11/7)「現代フランス哲学と分裂病」弘前大学精神科。 

79. 木村敏 (1986/11/28) 「「自己」をめぐる諸問題」龍谷大学。『龍谷哲学』第 14 号、1987

年、1〜22 頁。 

80. 木村敏 (1986/11/30) 「自己と自己のあいだ」大谷専修学院。 

81. 木村敏 (1987/6/6) 「精神医学における自己の問題」西田・田辺記念会、京都大学文学

部。 

82. Kimura, B. (1987/8/11): Between onozukara and mizukara. Religion and Healing 

Dialogue, Berkeley, California. 

83. 木村敏 (1987/11/27) 「個人の病と関係の病」飛騨臨床医会講演、高山。 

84. 木村敏 (1987/12/5) 「非定型精神病の人間学的類型化」大分県精神科医会特別講演、

別府。 

85. 木村敏 (1988/1/14) 「人間関係の病」大阪家庭裁判所。 

86. Kimura, B. (1988/3/8): Self and Nature. An interpretation of schizophrenia (分裂病にお

ける自己と自然). 6th The Kyoto Zen Symposium (第 6 回京都国際禅シンポジウム), 

Kyoto. 

87. Kimura, B. (1988/10/10): Die Bedeutung der Sprache in der psychotherapeutischen 

Ausbildung. 14. Int. Kongreß f. ärztl. Psychother. Lausanne. 

88. Kimura, B. (1988/10/19): La réflexion et l'enjeu du soi–même chez le schizophrène. 

Hôpital Vinatier, Lyon. 

89. 木村敏 (1988/11/9) 「「あいだ」の生理と病理」山形精神病理研究会講演、山形。 

90. 木村敏 (1988) 「精神医学の中の男性と女性」第 4 回国際文化フォールム、日独文化研

究所。 

91. 木村敏 (1989/4/20) 「てんかんの人間学」熊本てんかん懇話会講演、熊本。 

92. 木村敏 (1989/4/21) 「分裂病の精神病理」熊本家族療法研究会講演、熊本。 

93. Kimura, B. (1989/9/18): Signification et limite du langage dans la formation 

psychothérapeutique. Colloque sur “psychiatrie et existence”. Centre Culturel 

International de Cerisy–la–Salle. 

94. Kimura, B. (1989/9/22): Sich–finden im Handeln. Ein Ansatz zur Frage nach 

schizophrenen Ichstörungen. Symposium „Intentionalität–Interdisziplinär“. Psychiat. 

Klinik der Univ. Marburg. 

95. Kimura, B. (1989/10/15): Handeln und Sehen in der existenzphänomenologischen 

Psychiatrie. WPA, Athen. 

96. Kimura, B. (1989/11/7): Psychopathologie des Aida oder der Zwischenmenschlichkeit. 

Vortrag in der Aula der Universität Basel. 



97. 木村敏 (1990/1/20) 「分裂病の精神病理をめぐって」北九州精神科懇話会特別講演、

小倉。 

98. 木村敏 (1990/3/7) 「分裂病における他者の問題」長崎県精神科講演会、長崎。 

99. 木村敏 (1990/7/21) 「分裂病の詩と真実」国際シンポジウム「ラカン理論と臨床の深

化」、京都。 

100. 木村敏 (1991/7/9) 「分裂病における自明性の喪失」佐賀精神科集談会講演、唐津。 

101. 木村敏 (1991/9/11) 「コギトと自己」国際高等研究所シンポジウム「文化の翻訳

可能性」公開講演、京都。 

102. Kimura, B. (1991/10/9): Sich–finden im Handeln. Vortrag im Institut für Med. 

Psychol. In Würzburg. 

103. Kimura, B. (1991/10/11): Der Umgang mit dem Schizophrenen in ästhesiologischer 

Sicht. Referat auf dem Jubiläums–Symposium zum 100. Geburtstag von E. Straus. 

Heidelberg.  

104. 木村敏 (1991/10/3) 「コギトと自己」筑波大学比較文化学類講演、つくば。 

105. 木村敏 (1991/11/2) 「自然と自己——みずからとおのずから」第 9 回森田療法学

会特別講演、京都。『森田療法学会雑誌』第 3 巻第 1 号、1992 年、45〜48 頁。 

106. 木村敏 (1991/11/16) 「自然な自明性の喪失をめぐって」東京女子医大精神科ハウ

スセミナー。 

107. Kimura, B. (1992/5/4): Psychopathologie der Zufälligkeit oder Verlust des 

Aufenthaltsortes beim Schizophrenen. Vortrag in der Psychiat. Klinik der Univ. Marburg. 

108. Kimura, B. (1992/5/4): Psychopathologie der Zufälligkeit oder Verlust des 

Aufenthaltsortes beim Schizophrenen. Vortrag in d. Sozialpsychiat. Klinik der Univ. Bern. 

109. 木村敏 (1992/6/9) 「居場所について」Anywhere Conference、湯布院。 

110. 木村敏 (1992/7/11) 「分裂病の精神病理——タイミングと自己」兵庫県精神病院

協会研修会、神戸。 

111. Kimura, B. (1992/9/27): Mögliche Beiträge des japanischen Denkens zur 

phänomenologischen Psychopathologie. Deutsch–Japanisches Symposium der 

Deutschen Gesellschaft für Psychiatrie und Nervenheilkunde. Köln. 

112. 木村敏 (1992/10/2) 「偶然性の精神病理」第 15 回日本精神病理学会、岐阜。 

113. 木村敏 (1992/11/19) 「偶然性の精神病理」京大基礎物理学研究所シンポジウム

「生物システムにおける機能の自己組織過程と自己崩壊過程」招待講演、京都。 

114. 木村敏 (1993/2/10) 「時間の間主観性」神戸大学理学部地球科学研究所招待講演、

神戸。 

115. 木村敏 (1993/3/26) 「共通感覚とその病理」三重県精神科医会特別講演、津。 

116. 木村敏 (1993/7/31) 「共通感覚とその病理」石川県精神科医会特別講演、金沢。 

117. 木村敏 (1993/9/30) 「「自己」の病理を求めて——回顧と展望」第 16 回日本精神



病理学会特別講演、京都。 

118. 木村敏 (1993/10/3) 「自然さと不自然さ」日独文化研究所シンポジウム「自然」、

京都。 

119. 木村敏 (1993/10/28) 「精神病理学の現状と課題」日本精神病院協会研修会、京都。 

120. 木村敏 (1993/11/17) 「コモンセンスの病理」第 4 回静岡県中部精神科医会特別

講演、静岡。 

121. 木村敏 (1994/3/18) 「文化と精神医学——人間学的精神病理学の観点から」第 14
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